
図書館友の会「岸和田再発見教室」公開講演会 
 

岸和田城とその城下 

－室町時代から戦国時代へ－ 
 

講師：仁木 宏氏（大阪公立大学大学院文学研究科・教授， 

           大阪歴史博物館・館長（兼任）） 

岸和田城ははじめ岸和田市野田町（南海岸和田駅南方）に築かれ

た。その様子は古地図と発掘調査によって明らかになる。戦国時

代、城は現在の岸和田城の地に移転し、城下町をともなうように

なった。岸和田は、堺や大坂を守るための和泉国における最重要拠点と位置づけ

られた。この講演では、岸和田城と城下の変遷を、和泉国とその周辺における政

治情勢の変化から読み解きたい。 

日時：12月 5日(土),13:30～16:15  

場所：岸和田市立図書館本館 (岸城町),自習室（3階） 

● 参加無料，定員 100名(申込み先着順)。   11月5日（木），10：00より

岸和田市立図書館(本館)で受付。 

※電話（072-422-2142）または申込フォームから申込ください。 

◆参考図書： 『岸和田古城から城下町へ』（大澤 研一/仁木 宏 編著，和泉書院） 

【主催】岸和田市図書館友の会【共催】岸和田市立図書館 


